
男鹿潟上南秋造形教育研究会

組織

主な事業

研究会の記録

会員数 19 名

会長　　　松田　万寿雄　　　（美里小学校）
副会長　　太田　三千代　　　（北陽小学校）　　　　伊藤　晃　　　　（美里小学校）
運営委員　都留　賀津人　　（男鹿東中学校）　　　　近江　和佳子　（天王南中学校）
　　　　　簗瀬　智美　（井川義務教育学校）　　　　上田　環　　　（五城目小学校）
事務局　　中川　努　　　　　（天王中学校）

運営委員会　　　　　　　　５／２８（金） 教科等研究会　　　　　　　　９／８（水）

県児童生徒美術展地区審査（話題作の選出） 　　　　　　　　　　　　　　　１２／１０（金）

⑴ 研究主題よろこび・わくわく新たな発見～キラリ感じてつなげる，広げる～

②県児童生徒美術展地区審査
　◆会場　潟上市立天王中学校
　◆時間　１５：３０～１６：４０
　◆所感　　本来，地区審査は「子ども絵の見方研修」の場でもあるが，新型コロナウイルス
　　　　　感染拡大防止のため，昨年度と同様に話題作の審査を会長，副会長，運営委員，　　
　　　　　事務局のみで行ったので，造形部員全員の研修とはならず残念であった。

⑵ 活動の概要
　① 教科等研究会
　　◆会場　大潟村立大潟中学校
　　◆時間　１４：０５～１６：２０
　　◆内容　実技研修
　　　　　　　　「見る力を育てる基礎トレーニング」
　　　　　　　　「缶バッジの作り方」
　　◆講師 　鈴木由紀子 先生（大潟中）
　　◆助言 　松田万寿雄 校長先生（美里小）
　　◆所感　　一つ目の研修では，画面を見ずに対

象だけを見てスケッチする実技を体験
した。描いたものを消したり直したり
せず，また出来映えを気にすることな
くスケッチすることで，集中して注意深く見ることができることを実感した。
　二つ目の缶バッジの作り方研修では，作り方の手順や専用の機械の使い方を体験
するとともに，一度に同じものを大量に作成するノウハウを学ぶことができた。参
加者は，思い思いの図柄を描いて楽しみながら研修を深めることができた。


